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●社会契約説 

国家の存在・本質を「社会契約」によって説明する政治思想。市民革命を正当化し近代社会

を基礎づける役割を果たした。（⇔王権神授説：絶対王政を正当化） 

背景：自然法思想（自然の中に、理性によって導かれる法が存在する。その自然法が、 

すべての人に（生まれた時から）自然権を与えている。←グロチウス） 

①ホッブズ 

自然状態：国家誕生以前の状態（歴史的事実ではなく理論的前提） 

自然法により全ての人が自然権（自己保存の権利）を有していた 

     ∴「万人の万人に対する闘争状態」になる危険 

社会状態：人々は社会契約を結んで王国（＝リヴァイアサン）を作り、 

        自らの自然権をすべて王に譲渡した →王権の基礎となった。 

     それゆえ、王権は絶対であり、国民は王に服従する義務を負う。 

→清教徒革命後の王政復古を正当化した。 

②ロック 

自然状態：国家誕生以前の状態（歴史的事実ではなく理論的前提）。 

自然法により全ての人が自然権（生命・自由・財産の権利）を有していた 

     人間は理性的動物であるから、自然状態にも一定の秩序と平和があった。 

     しかし不完全な状態にすぎず、トラブルは生じ得る。 

社会状態：人々は社会契約を結んで国家と政府を作り、 

        自らの自然権の保全（執行権）のみを政府に信託した。 

     ∴政府は国民の自然権を保全する責任を負った（＝権力の絶対性の否定） 

     ∴政府が万一その責任に背いて国民の自然権を侵害する行動をするときには 

      国民は政府に対する抵抗権（革命権）が残されている 

→名誉革命と議会制民主主義を正当化した。 

 

★ホッブズの思想は、王権神授説と比べて、どの点で近代化（脱呪術化）しているだろうか？ 

                                   


